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おはようございます。 

今日はいよいよ三学期の終業式です。 

 

久しぶりに全校が集まっての集会の開催となりました。といっても、二つの

学年だけですが、こうして映像ではない集会を開くことができ、本当に嬉しい

思いです。 

ＷＢＣの決勝戦が気になる人もいるかもしれませんが、そちらは後で確認し

ていただいて、しばらくお付き合いください 

感染症対策も、４月からは換気や手洗いの励行などは、これまで同様に求め

られるものの、マスク着用が推奨される場面以外では、マスクの着用に関して

は基本的に個人の判断に任せられるということで、対応方法や付き合い方が大

きく変化をすることとなります。 

しかし様々な制限を受けてきた、これまでの３年間の中で、今後の予測が困

難な、先行きが不透明な時代が本当にやってきていることを、皆さんも実感し

たことと思います。 

一方でAIを含むICT技術の急速な深化とともに、社会がどんどんと変化して

きていることも確かであり、現代社会の将来像は本当に予測困難であると言わ

ざるを得ません。自分で正解を求めて切り開かなければならないという場面

に、これからたくさん遭遇するでしょう。そんなときに思い出してほしいの

が、やはりこの深志での自治の精神だと私は繰り返し述べさせていただきま

す。すなわち、自ら調べ、自ら考え続ける、自分の頭で、自分の言葉で考え続

けることだと思います。 

何が起こるかわからない。 

正解は誰も与えてくれない。 

いろんな人がいろんなことを言う。 

だからこそ、しっかりとした情報をとって、最後は自分で考え続ける。 

 

一年生には入学式の際に、「考える」ことの大切さをお話ししました。なか

なか答えが導き出せなかったとしても、考えることで得られる手ごたえや、生

きがいが、皆さんを変化させ、成長させることを信じてほしいという内容をお

話させていただきましたが、再度お伝えしたいと思います。 

また、このこともこの１年間に何回かお話をさせていただきましたが、勉強

にしてもスポーツにしても結果として現れる成績に、どうしてもこだわって、

喜んだり落ち込んだり、自分がだめだと感じてしまいがちです。しかし例え納



得のいく結果ではなかったとしても、それが努力したり頑張ったりした結果だ

とすれば、その過程の中で皆さんは成長しているはずです。そうした自分を信

じてほしいと思いますし、また、それぞれには必ず輝きを放つものを持ってい

るんだということを信じて、考えて、努力することに、これからも取り組んで

欲しいと思います。 

先日、ある研究会で、信州大学教授の結城匡啓(まさひろ)さんの講演を聞く

機会がありました。結城さんは知っている人も多いと思いますが、オリンピッ

クで活躍した小平奈緒さんのコーチでもあった方です。小平さんといえば、現

役時代の成績だけでなく、試合でともに競い合った選手との友情や、思いやり

に溢れた行動についてよく知られています。しかし、そうした現役時代の活躍

だけでなく、引退後においても新聞、雑誌に掲載された文章やテレビなどで語

られる言葉に、とても説得性があったり、共感する機会が多いと思っているの

は私だけではないと思います。なぜ彼女の言葉は人々の心にしみこむ力を持っ

ているのか。このことについて、結城先生は、彼女が思っていることや考えて

いることを適切にまとめ、適切な言葉を用いて表現する言語化能力に優れてい

る点をあげています。 

ではなぜ、彼女がそのような言語化能力を持っているのか、このことについ

ては、彼女が大学を卒業してもなお、現在に至るまで学び続けていることをあ

げています。その学びとは、スケートの技術や、スポーツ科学の分野にとどま

らず、哲学や、心理学の分野においても学び、その内容に関してスポーツの分

野と結び付けながら、チームの仲間や、大学の研究室の後輩たちと対話を続け

てきているのだそうです。 

１年生の中に信大連携ゼミで哲学対話の方法論を学んだ人がいると思います

が、まさに人は「どのようによく生きるか」を原点におきながら、仲間とスケ

ートについて対話し続ける中で、自己の思いを相手に対して適切に不快感を与

えないよう伝えるすべを身に着けてきたとのことです。そして、この言語化能

力こそ、今後皆さんの参考になるものではないかと思います。 

皆さんにも、新年度に向けて、「どのようによく生きるか」を原点に置きな

がら、考える学びを追究し、知識技能も吸収し続けながら、周囲とどんどん対

話をしていってほしいと願っています。そのことが皆さんを成長させ、深志の

自治を深化させるものにつながっていくとも確信しています。 

さて、年度末の休みとなります。健康には十分気を付けて、そして自転車の

事故にあわないように気を付けて、学びに、読書に、思索に、自分の得意なこ

とに思いっきり取り組んでください。私はこの３月で長野県の教員を定年退職

しますが、４月から再び退職者の雇用で長野県にやとわれ、深志高校に赴任す

ることが決まっています。元気な姿でまた４月にお会いしましょう。 


